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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
十
九
年
度
よ

り
三
ヵ
年
の
計
画
で
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
立
ち
上
げ
と
そ
の
整
備
を
研
究

開
発
推
進
機
構
全
体
に
関
す
る
試
み
と
し

て
推
進
し
、
さ
ら
に
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

作
成
や
国
際
的
発
信
を
行
う
。
三
年
目
に

当
た
る
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、 

デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
築

　

研
究
開
発
推
進
機
構
内
の
各
機
関
と
恒

常
的
に
連
絡
協
議
を
行
い
つ
つ
、
本
学
の

学
術
資
産
お
よ
び
機
構
の
研
究
成
果
等
の

デ
ジ
タ
ル
発
信
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
展
開
さ
せ
て
い
く
と
い
う
目
的
の

も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
学
内
で
の
教
育
等
に
還
元

◆
研
究
開
発
推
進
機
構
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画

・
日
本
文
化
研
究
所
「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
築
と
展
開
」（
井
上
順
孝
）�・
・
・
・　

1

・
日
本
文
化
研
究
所
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究

　
　

–

霊
祭
・
霊
社
・
神
葬
祭–

」（
遠
藤
潤
）�・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

3

・
学
術
資
料
館
「
近
代
学
術
資
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
再
生
活
用
の
研
究
」

　
　
（
小
川
直
之
）�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

4

・
学
術
資
料
館
「
出
雲
地
域
に
お
け
る
祭
祀
遺
跡
に
関
す
る
学
術
調
査
」（
加
藤
里
美
）�

・
・　

5

・
学
術
資
料
館
「
考
古
学
資
料
館
収
蔵
資
料
の
再
整
理
・
修
復
と
公
開
」（
内
川
隆
志
）�・
・
・　

6

・
学
術
資
料
館
「
神
道
資
料
の
整
理
公
開
と
学
術
的
価
値
の
探
求
」（
加
瀬
直
弥
）�・
・
・
・
・　

7

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
「
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
の
研
究
と
公
開
」

　
　
（
齊
藤
智
朗
）�・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

8

・
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
構
築
」

　
　
（
齊
藤
智
朗
）�・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

8

・
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
「
招
魂
と
慰
霊
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
中
山
郁
）�・
・
・　

9

◆
報
告

・「
日
本
国
・
國
學
院
大
學
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
O
・

　
　

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
間
の
協
定
書
」
に
基
づ
く
交
流
訪
問
（
菅
浩
二
）�・
・
・
・　

11

◆
事
業
計
画
・
人
事
一
覧�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

12

◆
彙
報�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

14

◆
資
料
紹
介
「
丹
生
四
社
明
神
図
」�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

16
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で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
目

指
し
て
い
る
。

　

懸
案
で
あ
っ
た
富
士
通
が
開
発
し
た

ミ
ュ
ー
ズ
テ
ー
ク
と
い
う
ソ
フ
ト
を
用
い

た
新
し
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
公

開
が
実
現
し
た
の
で
、
こ
の
整
備
を
行
う
。

従
来
ば
ら
ば
ら
に
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ

て
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
そ
の
他
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
点

が
あ
っ
た
場
合
は
そ
れ
に
対
処
し
、
よ
り

使
い
や
す
い
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
。
ま
た
機
構
の
ミ
ュ
ー
ズ
テ
ー
ク
の

学
内
の
他
の
部
署
か
ら
の
利
用
に
関
し
て

の
原
則
等
を
取
り
決
め
、
開
か
れ
た
シ
ス

テ
ム
と
し
て
運
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
と

く
に
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
、
緊

密
な
連
絡
の
も
と
に
、
國
學
院
大
學
の
サ

イ
ト
全
体
が
ユ
ー
ザ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
も
の
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
の
研
究
を
実
施
す
る
。

①
月
に
一
回
程
度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
会
議
を
開
催
す
る
。

昨
年
度
導
入
し
た
ミ
ュ
ー
ズ
テ
ー
ク
へ
の

移
行
が
順
調
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

②
情
報
シ
ス
テ
ム
課
と
協
力
し
、
サ
ー

バ
ー
管
理
、
デ
ー
タ
の
不
具
合
の
調
整
な

ど
を
行
う
。

③
コ
ン
テ
ン
ツ
を
で
き
る
だ
け
広
く
研

究
・
教
育
に
資
す
る
た
め
の
研
究
会
そ
の

他
を
開
催
す
る
。

　

な
お
、『
万
葉
集
神
事
語
辞
典
』
の
オ

ン
ラ
イ
公
開
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行

う
が
、
こ
れ
は
辰
巳
正
明
教
授
が
旧
日
本

文
化
研
究
所
時
代
の
兼
担
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
実
施
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
辞
典
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
。
当
初
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
刊
行
を

あ
わ
せ
て
行
う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

ミ
ュ
ー
ズ
テ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
た
の
を
受

け
て
、
画
像
デ
ー
タ
を
新
た
に
加
え
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
公
開
す
る
。

二
、
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
開

の
た
め
の
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
独
自
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
作
成
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
本
年
度

は
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
目
標
を
立
て
て

い
る
。

①
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
教
派
神
道
・
神
道

系
新
宗
教
の
資
料
の
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化

　

旧
日
本
文
化
研
究
所
時
代
に
神
理
教
、

神
道
修
成
派
、
黒
住
教
の
教
団
資
料
が
収

集
さ
れ
た
。
一
部
は
翻
刻
が
な
さ
れ
、
ま

た
研
究
成
果
が
論
文
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
機
構
の
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
構
築
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
公
開
す
る
作
業
を
開
始
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
教
団
側
の
了
解
を
得
ら

れ
た
も
の
か
ら
順
次
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て

い
く
。

　

ま
た
神
道
系
新
宗
教
の
一
つ
で
あ
る
祖

神
道
の
教
団
資
料
に
つ
い
て
は
、
教
団
か

ら
の
許
可
の
も
と
に
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
昨
年
度
よ
り
開
始
し
て
い

る
。
資
料
が
膨
大
で
あ
る
の
で
、
二
十
一

年
度
に
完
了
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

が
、
で
き
る
限
り
す
み
や
か
に
基
礎
的
作

業
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

②
現
代
宗
教
に
関
す
る
資
料
・
デ
ー
タ
の

収
集
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

主
に
宗
教
教
育
、
宗
教
文
化
と
い
う
観

点
か
ら
、
現
代
宗
教
に
関
す
る
資
料
・
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
が
、
本
年
は
ウ
ェ
ブ
上
の

関
連
情
報
の
収
集
を
中
心
的
に
実
施
す

る
。

③
神
道
関
係
論
文
の
双
方
向
翻
訳
（
日
本

語
文
献
の
英
訳
と
英
語
文
献
の
日
本
語

訳
、
そ
の
他
の
言
語
）

日
本
語
文
献
の
英
訳
と
英
語
文
献
の
日

本
語
訳
を
中
心
と
す
る
が
、
そ
の
他
、
必

要
に
応
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
、
中
国
語

訳
、
韓
国
語
訳
な
ど
も
試
み
る
。
本
年
度

は
四
本
の
翻
訳
を
目
標
と
し
て
い
る
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
神
道
事
典
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
拡
充

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
動
画
や

画
像
、
音
声
を
さ
ら
に
追
加
し
、
神
道
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
を
す

る
。
ま
た
も
と
の
『
神
道
事
典
』
と
は
別

に
新
た
に
作
成
し
て
い
る
初
心
者
向
け
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
る
が
、
英
語
版

が
完
成
し
た
ら
、
多
言
語
対
応
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

三
、
国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の

た
め
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催

二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
中
に
形
成
さ
れ
た
国
際
的
な
研
究
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
・
展
開
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
本
年
度
は
欧
米
お
よ

び
ア
ジ
ア
か
ら
、
広
く
宗
教
文
化
に
関

心
を
抱
く
国
外
の
研
究
者
を
三
名
程
度
招

聘
し
、
日
本
側
の
研
究
者
も
含
め
た
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。
次
に
述
べ
る

科
研
費
に
よ
る
事
業
と
の
連
携
を
密
に
し

て
実
施
す
る
。
時
期
と
し
て
は
九
月
を
予

定
し
て
い
る
。

四
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

Ａ
）
「
大
学
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の

実
質
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
構
築
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携

本
研
究
課
題
は
大
正
大
学
星
野
英
紀
教

授
を
研
究
代
表
者
と
し
、
平
成
二
十
年
度

よ
り
開
始
さ
れ
た
。
研
究
分
担
者
と
し
て

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
井
上
順

孝
、
黒
崎
浩
行
、
平
藤
喜
久
子
の
三
名
、

ま
た
連
携
研
究
者
と
し
て
同
じ
く
星
野
靖

二
と
学
術
資
料
館
の
加
瀬
直
弥
の
二
名
が

加
わ
っ
て
、
こ
の
研
究
の
推
進
に
当
た
っ

て
い
る
。
こ
の
研
究
に
よ
り
目
指
さ
れ
る

大
学
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
実
質
化

に
お
い
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究

成
果
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る

た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
密
接
に
連
携

し
て
い
く
。

本
年
度
は
す
で
に
五
月
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
後
援
に
よ
る
国
際
比
較
神
話
学
会

を
共
催
し
、
参
加
者
か
ら
内
容
と
と
も
に
、

研
究
開
発
推
進
機
構
の
施
設
が
非
常
な
好

評
を
得
た
。
九
月
に
は
前
記
国
際
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
る
他
、
各
種

の
研
究
会
へ
の
共
催
を
予
定
し
て
い
る
。

國
學
院
大
學
は
こ
の
科
研
費
が
目
指
す

「
宗
教
文
化
士
（
仮
称
）」
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
学
外
か
ら

も
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
で

も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
緊
密
な
連
携
を

今
後
も
持
続
さ
せ
る
。

（
本
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
は
十
二
頁
の
人
事
一
覧
図
を
参

照
。）
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こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
霊
魂
観
を

め
ぐ
る
思
想
形
成
と
社
会
的
実
践
を
焦

点
と
し
て
近
世
国
学
の
分
析
を
行
な
う

も
の
で
あ
る
。
日
本
文
化
研
究
所
の
「
神

道
・
国
学
研
究
部
門
」
に
お
い
て
平
成

二
十
年
度
か
ら
三
カ
年
の
期
間
を
設
定

し
て
開
始
さ
れ
た
。
本
年
度
は
こ
の
二

年
目
に
あ
た
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
学
の

死
生
観
や
死
に
関
わ
る
諸
儀
礼
に
つ
い

て
、
史
料
に
も
と
づ
く
実
証
的
な
方
法

で
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
死
や

霊
魂
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の

両
方
を
歴
史
的
・
社
会
的
な
コ
ン
テ
キ

ス
ト
に
お
き
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
再
考

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
究
極
的

に
は
、
近
世
宗
教
史
上
に
お
け
る
日
本

人
の
霊
魂
観
と
実
践
の
解
明
と
い
う
重

要
な
問
題
に
関
し
て
、
神
道
・
国
学
の

立
場
を
実
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
寄
与

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
本
年
度

は
下
記
の
実
施
計
画
に
沿
っ
て
行
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

Ⅰ 

国
学
の
霊
魂
観
関
係
の
主
要
テ
キ
ス
ト

の
分
析　

（
１
）
国
学
者
の
霊
魂
論
・
幽
冥
論
関

係
テ
キ
ス
ト
の
調
査
・
収
集
、『
霊
能
真

柱
』
精
読
会
、
校
注
作
業
、（
２
）
神
葬

祭
関
係
書
の
調
査
・
収
集
・
分
析

 

Ⅱ 

神
葬
祭
・
霊
祭
・
霊
社
建
立
を
中
心
と

し
た
社
会
的
運
動
の
分
析

（
１
）
鈴
門
の
霊
祭
運
動
と
神
葬
祭
の

調
査
・
分
析

（
２
）
平
田
家
の
イ
エ
の
祭
祀
の
調
査
、

平
田
国
学
影
響
下
の
幽
冥
思
想
に
関
す

る
調
査
・
研
究

Ⅲ 

研
究
成
果
の
公
開

『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
増
補
文
献
リ
ス

ト
の
完
成
、「
近
世
か
ら
近
代
初
頭
に
お

け
る
国
学
の
霊
魂
観
」
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ

の
主
催
、
高
玉
家
文
書
（
翻
刻
）
原
稿

作
成
、
出
版
準
備

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
し
た
い
。

Ⅰ 

国
学
の
霊
魂
観
関
係
の
主
要
テ
キ
ス
ト

の
分
析

　

国
文
学
研
究
資
料
館
、
国
立
国
会
図

書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
な
ど
都

内
や
東
京
近
郊
の
資
料
所
蔵
機
関
を
は

じ
め
、
諸
機
関
に
お
い
て
霊
魂
論
・
幽

冥
論
の
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
を
行

う
。
ま
た
、『
霊
能
真
柱
』
精
読
会
・
校

注
作
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
ひ

日
本
文
化
研
究
所

「
近
世
国
学
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究

―

霊
祭
・
霊
社
・
神
葬
祭―

」

遠　

藤　
　
　

潤

き
つ
づ
き
、
事
業
担
当
者
お
よ
び
こ
の

テ
キ
ス
ト
に
関
心
の
あ
る
ポ
ス
ド
ク
、

大
学
院
生
な
ど
を
参
加
者
と
し
て
、『
霊

能
真
柱
』
の
研
究
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
初
期
の
版
本
を
メ
イ
ン
テ
キ
ス
ト

に
、
先
行
の
校
注
や
研
究
を
再
検
討
す

る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
読
解
を
目
指

し
て
『
古
史
伝
』
な
ど
他
の
篤
胤
の
著

作
、
お
よ
び
そ
れ
ら
と
深
く
関
わ
る
門

人
・
関
係
者
ら
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
と
の

比
較
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
注
釈
作
業

を
行
う
。
ま
た
、『
霊
能
真
柱
』
の
精
読

の
成
果
を
W
E
B
を
利
用
し
て
公
開
す

る
べ
く
、
テ
キ
ス
ト
の
体
裁
や
公
開
の

具
体
的
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
縦
書
で
の
H
T
M
L

フ
ァ
イ
ル
を
構
築
す
べ
く
、
必
要
な
作

業
を
開
始
し
て
い
る
。
神
葬
祭
関
係
書

の
調
査
・
収
集
・
分
析
に
つ
い
て
も
、

昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、『
神
葬
祭
資
料

集
成
』
の
増
補
を
企
図
し
、
新
規
資
料

の
収
集
や
既
刊
の
テ
キ
ス
ト
の
再
検
討

を
行
う
。

Ⅱ 

神
葬
祭
・
霊
祭
・
霊
社
建
立
を
中
心
と

し
た
社
会
的
運
動
の
分
析

鈴
門
の
霊
祭
運
動
と
神
葬
祭
の
調
査
・

分
析
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
の

調
査
を
ふ
ま
え
、
飯
田
年
平
を
中
心
に

山
陰
地
方
を
対
象
と
し
た
鈴
門
お
よ
び

関
係
国
学
者
に
関
す
る
史
料
調
査
を
行

う
。
ま
た
、
平
田
家
の
イ
エ
の
祭
祀
の

調
査
と
し
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

所
蔵
「
平
田
家
資
料
」
お
よ
び
秋
田
県

立
公
文
書
館
所
蔵
平
田
家
関
係
史
料
な

ど
を
調
査
し
、
平
田
家
の
イ
エ
や
一
門

に
お
け
る
霊
魂
に
関
わ
る
実
践
を
明
ら

か
に
す
る
。

Ⅲ 

研
究
成
果
の
公
開

『
神
葬
祭
資
料
集
成
』
増
補
文
献
リ
ス

ト
の
完
成

「
近
世
か
ら
近
代
初
頭
に
お
け
る
国

学
の
霊
魂
観
」
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
を
開
催

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
お
よ

び
外
部
か
ら
の
発
題
者
に
よ
っ
て
標
記

の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
議
論
を
行
う
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
解
読
を
進

め
て
い
る
高
玉
家
文
書
の
既
翻
刻
部
分

に
つ
い
て
、
校
正
・
確
認
や
出
版
準
備

の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
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本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
十
七
年
度
ま
で
文
部
科
学
省
の
私
立

大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
・
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
と
し
て
行
っ

た
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
後
継
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
同
研
究
は
、
平
成
十
八
年

度
は
日
本
文
化
研
究
所
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
平
成
十
九
年
度
は
研
究
開
発

推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
の
「
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
築
と
展
開
」
の

サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
引
き
継
が

れ
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
学
術
資
料

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

研
究
の
目
的

　

建
学
以
来
百
二
十
五
年
を
超
え
る
本
学

は
、
そ
の
教
育
研
究
活
動
の
も
と
で
膨
大

な
学
術
資
料
を
蓄
積
し
て
お
り
、「
劣
化

画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
」
以
来
、
画
像
資
料
を
中
心
に

学
術
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
と
成
果
の

公
開
を
行
っ
て
き
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
こ
の
目
的
の
も
と
で
、
主
に
研
究
者
個

人
を
単
位
と
し
て
学
術
資
料
の
ア
ー
カ
イ

ビ
ン
グ
を
行
い
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
研
究
に
資
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　

ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
は
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
分
類
整
理
と
保
存
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
と
情
報
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
公
開
の
四

段
階
を
内
容
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
過

程
で
は
既
存
の
学
問
領
域
を
超
え
な
が
ら

の
学
際
的
研
究
や
人
文
資
料
情
報
学
の
検

討
な
ど
、
新
た
な
資
料
学
の
構
築
を
目
指

し
て
き
た
。

　

具
体
的
な
研
究
内
容
は
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
柴
田

常
恵
拓
本
資
料
・
宮
地
直
一
神
社
絵
葉
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
中

心
に
進
め
て
い
る
。

國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

の
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開

　

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日
か
ら
公
開

さ
れ
て
い
る
「
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
現
時
点
で
は
十
九

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
、
宮
地
直
一
博
士
写
真
資

料
、
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
蔵
原
田

敏
明
毎
文
社
写
真
資
料
、
大
場
磐
雄
博
士

写
真
資
料
、
大
場
磐
雄
博
士
資
料
、
柴
田

常
恵
写
真
資
料
、
杉
山
林
継
博
士
収
蔵
資

料
、
考
古
学
資
料
館
所
蔵
縄
文
土
器
、
折

口
信
夫
博
士
歌
舞
伎
絵
葉
書
資
料
の
八

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

引
き
継
ぎ
、
整
備
・
公
開
し
て
き
た
「
國

學
院
大
學
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
移

行
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
研
究
成
果
と
し

て
は
、
こ
れ
ら
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充

実
を
は
か
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
現

在
進
め
て
い
る
柴
田
常
恵
拓
本
資
料
や
宮

地
直
一
神
社
絵
葉
書
の
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ

に
つ
い
て
も
、
そ
の
進
捗
状
況
を
見
な
が

ら
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
を
検
討
し
て
い

る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
や
公
開
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
が
、
宮
地
直
一
、

原
田
敏
明
、
大
場
磐
雄
、
杉
山
林
継
、
折

口
信
夫
と
い
う
よ
う
に
、
個
人
を
単
位
と

し
て
い
る
の
は
、
そ
の
学
の
形
成
と
特
色

を
尊
重
し
、
こ
こ
を
起
点
と
す
る
こ
と
で

今
後
の
人
文
学
等
の
伸
展
が
図
れ
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、「
国
学
・
神
道
」

「
歴
史
・
考
古
学
」「
文
学
・
民
俗
」
と

い
う
区
分
を
設
け
、
該
当
箇
所
に
各
学
術

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
配
置
す
る
が
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
利
用
の
便
の
た
め
で
、
原
田
や

大
場
な
ど
の
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、

そ
の
区
分
を
超
え
る
画
像
資
料
等
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。

柴
田
常
恵
拓
本
資
料
と
宮
地
直
一
神
社
絵

葉
書

　

我
が
国
の
文
化
財
研
究
に
大
き
な
功
績

を
残
し
た
柴
田
常
恵
は
、
す
で
に
刊
行
・

公
開
し
て
い
る
写
真
資
料
に
加
え
、
瓦
や

板
碑
、
梵
鐘
な
ど
の
拓
本
資
料
を
約
六
千

点
遺
し
て
い
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

昭
和
三
十
年
代
に
整
理
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
再
整
理
を
行
い

な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
、
中
性
紙
封
筒

へ
の
保
存
措
置
、
名
称
・
年
代
・
原
在
地

な
ど
の
資
料
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

進
め
て
い
る
。
拓
本
の
元
に
な
っ
て
い
る

現
物
の
所
在
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
、
今

後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
特

に
梵
鐘
に
つ
い
て
は
、
拓
本
が
取
ら
れ
た

後
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
戦
時
物
資

と
し
て
供
出
さ
れ
た
も
の
が
多
く
あ
る
と

予
測
さ
れ
、
遺
さ
れ
た
拓
本
は
地
域
史
研

究
な
ど
の
資
料
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
平
成
二
十
年
度
に
は
、
拓
本
資
料
の

う
ち
瓦
の
二
千
七
百
六
十
六
点
の
ア
ー
カ

イ
ビ
ン
グ
が
完
了
し
、
二
十
一
年
度
は
板

碑
や
梵
鐘
の
拓
本
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
く
。

　

宮
地
直
一
博
士
資
料
に
つ
い
て
も
、
古

文
書
な
ど
の
写
真
資
料
に
つ
い
て
は
す
で

に
目
録
を
刊
行
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開

を
行
っ
て
い
る
が
、
一
万
五
千
点
を
超

え
る
と
思
わ
れ
る
神
社
絵
葉
書
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
は

千
三
百
四
十
二
点
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
っ
た
。
絵
葉
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
折
口
信
夫
の
歌
舞
伎
絵
葉

書
、
神
道
資
料
館
所
蔵
の
神
社
絵
葉
書
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
倣
う
と
と
も
に
、

神
戸
大
学
付
属
図
書
館
、
絵
葉
書
資
料
館

（
神
戸
市
垂
水
区
）
の
絵
葉
書
の
分
類
・

整
理
法
の
調
査
を
行
い
、
改
善
を
加
え
て

作
業
を
進
め
て
い
る
。

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど

　

デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
作

業
と
と
も
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
関

連
資
料
や
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
方
法
の
調

査
を
行
い
、
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い

る
。
平
成
二
十
年
度
に
は
画
像
資
料
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅹ
Ⅱ
と
し
て
「
音
声
の
資
料

化
と
ア
ー
カ
イ
ブ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と

題
し
て
、
台
湾
・
南
台
科
技
大
学
教
員
な

ど
に
よ
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。
画
像
資

料
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
十
一
年
度
に
も

開
催
し
、
研
究
の
進
展
を
図
る
。
ま
た
、

関
連
資
料
の
現
地
調
査
や
ア
ー
カ
イ
ブ
に

関
す
る
調
査
を
二
十
一
年
度
に
も
行
っ
て

研
究
を
進
め
る
。

学
術
資
料
館

「
近
代
学
術
資
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
再
生
活
用
の
研
究
」

小　

川　

直　

之　
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学
術
資
料
館
（
考
古
学
資
料
館
）
で

は
、
我
が
国
の
基
層
文
化
と
り
わ
け
人
々

の
生
活
と
祭
祀
と
の
関
係
を
神
道
考
古

学
の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
途
と
し
て
、
石
川
県
加
賀
白
山
山
頂

遺
跡
（
昭
和
六
十
一
年
）、
広
島
県
吉
備

津
神
社
境
内
遺
跡
（
平
成
十
二
年
）、
静

岡
県
伊
豆
山
神
社
境
内
遺
跡 

（
平
成
十
五

年
）
な
ど
の
祭
祀
遺
跡
の
調
査
を
進
め

て
き
た
。
本
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
出

雲
地
域
に
お
け
る
祭
祀
遺
跡
に
関
す
る

学
術
調
査
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
祭
祀
遺

跡
研
究
を
継
承
し
、
日
本
古
来
の
祭
祀

形
態
を
有
す
る
出
雲
地
域
に
お
け
る
磐

座
を
中
心
と
し
た
祭
祀
遺
跡
と
そ
こ
か

ら
出
土
し
た
遺
物
を
対
象
と
し
て
調
査

を
行
な
い
、
出
雲
ひ
い
て
は
我
が
国
固

有
の
祭
祀
形
態
と
そ
の
特
質
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

研
究
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
島
根
県

教
育
委
員
会
（
教
育
長
、
藤
原
義
光
）

と
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
（
機

構
長
、
阪
本
是
丸
）
は
、
出
雲
地
域
に

関
す
る
研
究
事
業
の
円
滑
か
つ
着
実
な

実
施
の
た
め
、
相
互
協
力
を
目
的
と
す

る
協
定
を
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

付
で
締
結
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
先
の
通
り
学
術
資
料
館

の
み
な
ら
ず
、
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
研
究
事
業
で
実
施
し
て
い
る
関

連
事
業
と
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

の
事
業
と
を
対
象
と
し
、
効
力
は
当
該

事
業
終
了
ま
で
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

双
方
は
共
に
、
出
雲
地
域
研
究
に
関
す
る

長
年
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
出
雲
地
域
研

究
と
そ
の
成
果
発
信
の
た
め
の
基
盤
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
共

同
研
究
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
成
果
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
当
機
構
が
外
部
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
を
進
め
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
果
た
す
こ
と
に

も
つ
な
が
ろ
う
。

［
該
当
す
る
事
業
］

一
．
学
術
資
料
館
研
究
事
業
「
出
雲

地
域
に
お
け
る
祭
祀
遺
跡
に
関
す

る
学
術
調
査
」

二
．
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

研
究
事
業
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝

統
の
知
恵
と
実
践
」（
文
部
科
学

省
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
）

三
．
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

「
基
礎
研
究　

考
古
学
か
ら
見
た

地
域
間
交
渉
調
査
、
及
び
祭
礼
行

事
調
査
」

磐
座
に
つ
い
て
は
、
大
場
磐
雄
氏
が

提
唱
し
、
本
学
が
最
も
得
意
と
す
る
祭

祀
考
古
学
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
研

究
対
象
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
そ
の
定
義
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
出
雲
に
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に

み
え
る
猪
石
や
犬
石
の
記
事
を
巡
る
研

究
な
ど
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
資
料
と

そ
れ
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
も

の
の
、
磐
座
そ
の
も
の
の
調
査
研
究
は

多
く
は
な
い
。
幸
い
に
も
、
本
学
に
は

神
道
学
や
民
俗
学
・
歴
史
学
な
ど
、
総

合
的
な
調
査
研
究
を
な
し
う
る
基
盤
が

あ
る
。
本
事
業
は
、

田
恵
二
を
代
表

と
し
て
こ
れ
ら
本
学
の
も
つ
優
位
性
と

学
統
の
上
に
立
っ
て
、
磐
座
の
総
合
的

な
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

磐
座
の
形
態
・
立
地
・
自
然
と
の
関
わ

り
を
測
量
や
発
掘
な
ど
の
現
地
調
査
を

通
し
て
考
古
学
（
内
川
隆
志
・
加
藤
里
美
・

薮
下
詩
乃
）、
さ
ら
に
は
神
道
学
（
岡
田

莊
司
・
加
瀬
直
弥
）・
民
俗
学
の
協
力
を

得
て
、
我
が
国
固
有
の
磐
座
信
仰
の
実

態
に
総
合
的
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で

学
術
資
料
館

「
出
雲
地
域
に
お
け
る
祭
祀
遺
跡
に
関
す
る
学
術
調
査
」

加　

藤　

里　

美

あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
年
度
よ
り
三
ヵ
年

に
渡
っ
て
、
調
査
対
象
と
し
て
琴
引
山

お
よ
び
琴
引
山
山
頂
遺
跡
等
と
し
て
、

ま
ず
（
一
）「
モ
ノ
」
と
し
て
の
磐
座
の

属
性
を
考
古
学
的
に
把
握
し
（
女
夫
岩

遺
跡
・
琴
引
山
山
頂
遺
跡
な
ど
磐
座
伝

承
地
の
現
地
調
査
（
実
測
、
写
真
撮
影
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
緯
度
・
経
度
・
高
度
の

測
定
、
遺
跡
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
）（
磐

座
の
試
掘
調
査
））、（
二
）
こ
れ
に
基
づ

い
て
神
道
学
・
民
俗
学
の
見
地
か
ら
検

討
を
加
え
そ
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
（
磐
座
関
連
資
（
史
）
料
の
収

集
と
分
析
、
全
国
磐
座
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

作
成
開
始
）。
ま
た
、
こ
こ
で
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
は
（
三
）
調
査
研
究
報
告

の
刊
行
（
國
學
院
大
學
考
古
学
資
料
館

紀
要
に
収
録
）
を
計
画
し
て
い
る
。

琴引山山頂　琴引山神社
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平
成
二
十
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

収
蔵
資
料
の
再
整
理
・
修
復
・
公
開
事

業
は
、
博
物
館
が
博
物
館
た
る
べ
き
最

も
基
礎
的
か
つ
重
要
な
作
業
の
一
つ
で

あ
る
。　

本
館
は
開
館
か
ら
今
年
で
八
十
一
年

が
経
過
し
、
約
十
万
点
に
も
及
ぶ
資
料

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
全
体
の

内
容
や
保
管
場
所
の
詳
細
把
握
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
未
整
理
の
部
分
が
多
い
こ
と

か
ら
資
料
の
再
整
理
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。
幸
い
に
も
平
成
二
十
年
度
か

ら
新
し
い
施
設
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
細
々

と
し
か
手
を
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
館
蔵

資
料
の
再
整
理
に
つ
い
て
、
専
任
の
み

な
ら
ず
、
非
常
勤
の
人
員
が
確
保
さ
れ
、

計
画
的
に
実
施
で
き
る
事
は
、
長
年
考

古
学
資
料
館
に
関
わ
っ
て
き
た
者
と
し

て
至
福
の
極
み
で
さ
え
あ
る
。
後
世
に

伝
え
る
べ
き
学
術
資
料
の
活
用
を
見
越

し
、
個
々
の
資
料
の
総
点
検
と
総
目
録

化
が
本
事
業
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
平
成
二
十
年
度
は
、
一
方
で

は
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
資
料

館
開
館
準
備
と
並
行
し
な
が
ら
の
作

業
で
あ
っ
た
た
め
混
沌
と
し
た
状
況
下

で
は
あ
っ
た
が
、
主
要
な
個
人
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
な
ら
び
に
旧
石
器
時
代
、
縄

文
時
代
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
整
理
作

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
野
口
義

麿
・
椛
島
隆
・
小
野
良
弘
・
安
本
收
・

徳
富
蘇
峰
・
上
川
名
昭
資
料
に
つ
い
て

は
、
集
密
ラ
ッ
ク
に
集
約
し
、
既
に
刊

行
さ
れ
て
い
る
図
録
と
対
比
出
来
る
よ

う
に
整
理
し
直
し
た
。
服
部
和
彦
氏
寄

贈
仏
教
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、『
服
部
和
彦
氏
寄
贈
資
料
図
録
Ⅲ　

仏
像
・
仏
具
・
考
古
資
料
』
を
刊
行
し
、

六
百
二
十
点
の
資
料
目
録
を
完
結
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

本
事
業
に
含
ま
れ
る
「
縄
文
時
代
の

大
形
石
棒
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
谷
口

康
浩
准
教
授
を
中
心
に
研
究
を
推
進

し
、
昨
年
度
は
中
部
・
関
東
地
方
の
主

要
な
大
形
石
棒
関
連
遺
跡
の
情
報
収
集

な
ら
び
に
関
連
報
告
書
・
論
文
な
ど
約

百
五
十
遺
跡
分
の
基
礎
文
献
収
集
を
実

施
し
た
。

ま
た
、
当
初
計
画
に
は
な
か
っ
た
が
、

本
館
へ
の
寄
贈
の
意
志
を
お
示
し
頂
い

て
い
る
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
・

点
数
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
整

理
作
業
も
実
施
し
た
。
遺
物
は
、
関
東

地
方
と
東
北
地
方
出
土
の
縄
文
時
代
中

期
～
晩
期
の
深
鉢
形
土
器
十
三
点
、
古

墳
時
代
の
小
形
壺
、
北
海
道
地
方
出

土
遺
物
（
石
器
）
三
百
八
十
点
、
東
北

地
方
出
土
遺
物
（
石
製
品
・
土
製
品
）

百
四
十
四
点
、
長
野
県
地
方
出
土
石
器

（
石
製
品
）
九
百
九
点
、
関
東
地
方
出
土

石
器
八
十
七
点
の
総
数
約
千
五
百
点
に

の
ぼ
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
近
々
寄

学
術
資
料
館

「
考
古
学
資
料
館
収
蔵
資
料
の
再
整
理
・
修
復
と
公
開
」

内　

川　

隆　

志

贈
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
引
き
続
き
資

料
全
体
の
再
整
理
・
修
復
を
実
施
す
る

が
、
基
本
的
な
整
理
方
針
を
取
り
決
め
、

都
道
府
県
別
、
時
代
別
に
順
次
整
理
箱

を
並
べ
替
え
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
に
記
録
す
る
作
業
を
実
施
す
る
。
具

体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
旧
目
録
・
受

入
台
帳
・
要
覧
・
展
示
資
料
台
帳
な
ど

の
旧
情
報
は
、
一
旦
そ
の
ま
ま
に
し
、

第
一
段
階
と
し
て
資
料
配
架
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
を
作
り
、
整
理
箱
単
位
で
資
料

を
再
整
理
し
、
収
蔵
資
料
の
全
体
像
を

把
握
し
た
後
、
整
理
箱
の
並
べ
替
え
を

実
施
す
る
。
そ
う
い
っ
た
基
礎
作
業
後
、

収
蔵
品
目
録
の
個
別
デ
ー
タ
を
作
成
し

て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。
個
別
デ
ー
タ
の

記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

以
下
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。
①
棚

番
地
（
配
架
番
号
）・
列
品
番
号
・
指

定
、
②
名
称
、
③
出
土
地
・
伝
来
・
作

者
、
④
時
代
・
時
期
、
⑤
寄
贈
者
・
作

者
、
⑥
員
数
・
法
量
、
⑦
所
在
、
⑧
文

献
、
⑨
図
版
、
⑩
備
考
。
膨
大
な
数
量

の
資
料
の
再
整
理
で
あ
る
た
め
、
計
画

を
入
念
に
実
施
し
将
来
に
禍
根
を
残
さ

な
い
も
の
と
す
べ
く
、
整
理
を
進
め
る

一
方
で
、
計
画
の
修
正
を
し
な
が

ら
作
業
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

三
冊
の
図
録
を
完
結
し
、
整

理
の
終
了
し
た
服
部
和
彦
氏

寄
贈
仏
教
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

千
九
百
四
十
七
点
に
つ
い
て
は
、

そ
の
貴
重
な
一
括
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
安
全
に
保
管
す
る
た
め
特
別
収

蔵
庫
に
お
い
て
管
理
し
て
い
る
。

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
収
蔵

庫
内
の
資
料
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た

め
の
工
夫
と
し
て
図
録
に
所
載
し
て
い

る
と
お
り
の
順
番
に
配
架
し
、
実
物
資

料
と
照
合
す
る
事
を
可
能
に
す
べ
く
作

業
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
献
資

料
に
つ
い
て
も
情
報
を
集
約
し
、
合
わ

せ
て
個
々
の
資
料
の
デ
ー
タ
を
瞬
時
に

検
索
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ゆ
く
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
展
示
室
内
に
お
け

る
資
料
公
開
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。

　
「
縄
文
時
代
の
大
形
石
棒
研
究
」
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
は
引
き
続
き
東
日
本

出
土
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
、

重
要
資
料
の
実
測
調
査
お
よ
び
踏
査
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
踏
査
は
、
平

成
二
十
年
度
の
資
料
収
集
の
過
程
で
選

定
し
た
群
馬
県
、
静
岡
県
な
ど
の
遺
跡

に
お
い
て
実
施
す
る
。

　

公
開
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
館
と
渋

谷
区
教
育
委
員
会
の
共
催
で
区
立
白
根

記
念
渋
谷
区
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
に

お
い
て
「
縄
文
と
弥
生
展
（
仮
）」
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
本
館
の
収
蔵
す
る
資

料
の
出
品
と
学
術
講
演
会
等
を
計
画
し

て
い
る
。

特別収蔵庫　服部コレクション
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平
成
十
九
年
の
研
究
開
発
推
進
機
構
の

発
足
に
伴
い
、
従
来
の
神
道
資
料
館
は
学

術
資
料
館
神
道
資
料
館
部
門
に
改
組
さ
れ

た
（「
神
道
資
料
館
」
の
名
は
通
称
と
な
っ

た
）。
こ
の
組
織
改
編
は
、
様
々
な
分
野

か
ら
の
研
究
成
果
を
展
示
に
反
映
さ
せ
、

ま
た
展
示
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
吸
収
で
き
る

好
機
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
基
礎
と

な
る
情
報
の
収
集
を
、
当
面
の
最
重
要
課

題
と
位
置
付
け
策
定
し
た
の
が
今
回
紹
介

す
る
「
神
道
資
料
の
整
理
公
開
と
学
術
的

価
値
の
探
求
」
で
あ
る
。
実
施
期
間
は
平

成
二
十
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
間

で
あ
り
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
神
道
資

料
館
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
神
道
関
係
資

料
の
適
切
な
把
握
を
行
う
た
め
の
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

事
業
計
画
策
定
の
背
景

　

昭
和
五
十
三
年
の
発
足
以
来
、
旧
神
道

資
料
館
で
は
、
戦
前
の
皇
典
講
究
所
礼
典

課
や
、
直
接
の
前
身
と
な
る
神
道
学
資
料

室
の
資
料
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
貴
重
な
宮

廷
装
束
を
今
に
伝
え
る
高
倉
家
文
書
や
、

複
数
の
神
饌
模
型
、
近
世
以
前
の
絵
巻
物

や
祭
礼
図
な
ど
、
特
徴
的
な
神
道
関
係
の

資
料
を
収
集
保
存
し
て
き
た
。
現
在
の
総

所
蔵
点
数
は
約
二
千
五
百
点
に
至
り
、
単

純
な
比
較
で
は
あ
る
が
、
旧
神
道
資
料
館

発
足
時
に
比
べ
三
倍
に
増
加
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
の
一
部
は
、
神
道
の
研

究
教
育
上
一
定
の
学
術
的
価
値
を
有
す
る

も
の
と
し
て
、『
館
報
』
や
、『
装
束
織
文

集
成
』・『
神
社
祭
礼
図
の
研
究
』
と
い
っ

た
刊
行
物
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
中
、
神
道
関
係
資
料
の
学

術
的
価
値
の
さ
ら
な
る
探
求
の
た
め
の
環

境
整
備
策
と
位
置
付
け
ら
れ
る
研
究
開
発

推
進
機
構
の
発
足
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

事
業
計
画
の
当
面
の
ね
ら
い

　

前
記
の
よ
う
な
神
道
資
料
館
を
め
ぐ
る

環
境
の
変
化
を
受
け
、
よ
り
多
く
の
研
究

者
の
研
究
関
心
を
惹
起
さ
せ
、
か
つ
学
生

や
一
般
の
方
々
に
も
神
道
の
特
質
を
わ
か

り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ま
ず
は
収
蔵
資
料
の
学
術
的
な
特
質
を
見

い
だ
し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

第
一
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
単
な
る
美
術

工
芸
面
の
評
価
で
は
な
い
。
多
様
な
文
化

的
側
面
を
も
有
す
る
神
道
が
、
歴
史
的
経

緯
を
ど
の
よ
う
に
経
て
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
に
現
代
的
意
義
を
有
し
て
い
る
か
、
と

い
っ
た
面
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
そ
れ
が
、
真
の
意
味
で
の
資
料
の
有

効
活
用
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

事
業
の
経
緯

　

し
か
し
な
が
ら
、「
言
う
は
易
く
行
う

は
難
し
」
の
俚
諺
通
り
、
即
時
に
ね
ら
い

を
達
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

そ
の
対
象
と
な
る
資
料
の
存
在
を
多
く
の

研
究
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
着
手

学
術
資
料
館

「
神
道
資
料
の
整
理
公
開
と
学
術
的
価
値
の
探
求
」加　

瀬　

直　

弥

し
、「
資
料
を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
の

適
切
な
提
供
」
を
、当
面
の
目
標
と
し
た
。

神
道
資
料
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
展
示
に

資
す
る
資
料
を
選
択
し
、
そ
れ
ら
資
料
の

特
徴
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
た
が
、
そ

れ
を
一
般
に
公
開
す
る
基
盤
整
備
は
十
分

整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、

ご
く
一
般
的
な
業
務
で
あ
る
が
、
今
後
の

事
業
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
、

事
業
開
始
時
か
ら
資
料
情
報
の
電
子
化
に

着
手
し
た
。
現
在
は
、
非
公
開
で
は
あ
る

が
、
名
称
の
他
、
受
入
関
連
の
情
報
の
他
、

一
部
資
料
に
つ
い
て
は
、
法
量
・
様
式
な

ど
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
神
道
資
料
館
は
、
学
内
の
展
示

施
設
・
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
資

料
館
に
お
け
る
神
道
資
料
の
展
示
協
力
を

行
っ
て
い
る
。
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
資
料
館
は
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統

の
知
恵
と
実
践
」
と
い
う
事
業
の
成
果
展

示
の
場
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
の
開
館
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
資
料
館
の
設
置
趣
旨

に
即
し
た
展
示
計
画
の
策
定
に
、
神
道
資

料
館
の
教
員
が
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
現
在
で
も
展
示
替
え
の
際
の

展
示
資
料
の
選
定
な
ど
に
協
力
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
は
、
当
該
事
業
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
資
料
情
報
デ
ー
タ
を
適
宜
活

用
し
て
い
る
。

課
題
と
今
後
の
展
開

　

従
来
、
い
わ
ゆ
る
資
料
整
理
に
伴
う
作

業
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
資
料
の
活
用
と
、
神
道
資
料
を
中
心
と

し
た
研
究
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
事
業

の
課
題
と
い
え
る
。
こ
の
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
、
今
後
、
次
に
示
す
活
動
に
重

点
を
置
き
、
所
期
の
目
的
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
従
来
日
本
文
化
研
究
所
・
学

術
資
料
館
が
行
っ
て
き
た
電
子
化
資
料
等

を
も
含
め
た
、
所
蔵
資
料
の
活
用
策
の
策

定
で
あ
る
。
特
に
、
神
道
の
信
仰
を
表
現

す
る
場
で
あ
る
神
社
の
歴
史
と
い
う
、
本

学
が
積
極
的
に
設
定
し
て
き
た
テ
ー
マ
に

即
し
た
資
料
の
公
開
を
、
関
連
諸
事
業
と

連
携
し
つ
つ
、
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

次
に
、
神
道
研
究
の
発
展
に
つ
い
て

は
、
そ
の
対
象
を
神
道
資
料
館
所
蔵
資
料

に
留
ま
ら
せ
ず
に
、
広
く
学
内
資
料
を
用

い
つ
つ
、
歴
史
を
軸
と
し
た
検
討
の
進
展

を
期
し
た
い
。
具
体
的
に
は
神
社
景
観
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

最
後
に
資
料
が
示
す
神
道
の
歴
史
的
経

緯
の
紹
介
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
度
に
刊

行
し
た
図
録
『
神
道
の
カ
タ
チ
と
心
』
を

踏
ま
え
、
よ
り
学
生
等
の
神
道
史
教
育
に

特
化
し
た
刊
行
物
刊
行
の
準
備
を
整
え
て

も
の
と
す
る
。

体
制

　

開
始
当
初
は
教
員
二
人
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
は
笹

生
衛
准
教
授
（
神
道
資
料
館
長
）・
森
助

教
・
山
本
信
吉
客
員
教
授
及
び
加
瀬
が
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
て
お
り
、
神
道
関

係
研
究
の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
体
制
を

と
っ
た
。
こ
の
他
、
臨
時
雇
員
の
協
力
に

よ
る
資
料
整
理
及
び
資
料
デ
ー
タ
の
電
子

化
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
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本
事
業
は
、
本
機
構
内
の
学
術
資
料
館

神
道
資
料
館
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

と
提
携
し
、
さ
ら
に
國
學
院
大
學
図
書
館

と
の
協
働
で
、
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産

で
あ
る
貴
重
書
を
は
じ
め
と
す
る
典
籍
や

資
料
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
図
書
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
ま
た
本
事
業
に
は
、
神
道
学
や
日

本
文
学
、
日
本
史
学
な
ど
の
若
手
研
究
者

を
配
置
し
、
本
機
構
が
取
り
組
む
べ
き
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
若
手
育
成
も
図

る
。本

事
業
で
は
、
具
体
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
掲
載
の
典
籍
・
資
料
の「
補

充
」
と
「
追
加
」
の
二
つ
の
こ
と
を
並
行

し
て
行
う
。
つ
ま
り
、既
存
の
デ
ジ
タ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
典

籍
・
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
、
そ

の
解
説
を
付
記
す
る
「
補
充
」
と
、
学
術

的
な
価
値
の
高
い
学
術
資
産
を
改
め
て
選

定
し
て
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
新

た
に
掲
載
す
る「
追
加
」で
あ
る
。ま
ず「
補

充
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
掲
載
さ
れ
て
い

る
典
籍
・
資
料
に
関
連
す
る
研
究
を
専
門

と
す
る
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
解
説
を

作
成
し
、
作
成
し
た
解
説
は
図
書
館
を
通

じ
て
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
掲
載

す
る
。
他
方
の
「
追
加
」
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
今
後
掲
載

す
べ
き
典
籍
・
資
料
を
選
定
し
、「
補
充
」

と
同
様
、
本
事
業
に
関
わ
る
研
究
者
を
中

心
に
作
成
し
た
解
説
等
と
合
わ
せ
て
、
デ

ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
し
て
い

く
。こ

の
よ
う
な
本
事
業
の
活
動
に
つ
い

て
、
昨
年
度
（
平
成
二
十
年
度
）
は
、
学

術
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
）
棟

へ
の
移
転
等
の
影
響
を
受
け
、
充
分
に
行

え
な
か
っ
た
点
は
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に

本
事
業
の
体
制
も
ほ
ぼ
整
い
、
す
で
に
図

書
館
所
蔵
の
貴
重
書
の
調
査
を
開
始
す
る

な
ど
、
本
格
的
な
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
、
貴
重
書
を
は
じ
め
と

す
る
諸
資
料
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、
そ

の
成
果
を
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

通
じ
て
広
く
発
信
し
て
い
く
。

ま
た
、
昨
年
度
創
刊
し
た
本
セ
ン
タ
ー

の
機
関
誌
で
あ
る
『
國
學
院
大
學 

校
史
・

学
術
資
産
研
究
』
に
は
、
本
事
業
に
お
け

る
研
究
成
果
と
し
て
、
倉
住
薫
「「
柿
本

人
麻
呂
の
妻
」
論―

武
田
祐
吉
論
を
始
点

と
し
て―

」、
笹
川
勲
「
武
田
祐
吉
博
士

旧
蔵
『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
に
つ
い
て

―

本
文
と
校
異―

」、
堀
越
祐
一
「
國
學

院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
鎌
倉
大
草
紙
』
に

つ
い
て
（
上
）」、
宮
原
一
郎
「
近
世
に
お

け
る
諸
大
名
の
日
光
参
詣―

享
保
期
の
高

槻
藩
主
永
井
直
期
・
杵
築
藩
主
松
平
親
純

の
事
例
か
ら―

」
の
四
本
の
論
文
・
資
料

翻
刻
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特

に
翻
刻
文
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

「
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
の
研
究
と
公
開
」

齊　

藤　

智　

朗

イ
ブ
ラ
リ
ー
上
で
も
今
後
活
用
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
今
年
度
発
行
予
定
の
第
二
号

に
お
い
て
も
、
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産

に
関
す
る
論
考
を
発
表
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
「
國
學
院
の
学
術
資
産
に
見
る
モ
ノ

と
心
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
十
一
回
校

史
・
学
術
資
産
研
究
会
（
平
成
二
十
一
年

三
月
五
日
）
に
お
い
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の

研
究
員
二
名
に
よ
る
報
告
（
笹
川
勲
「
武

田
祐
吉
旧
蔵
『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上

に
つ
い
て―

付
、
武
田
祐
吉
の
学
問
と
古

典
籍―

」、
荒
木
優
也
「
西
行
「
ね
が
は

く
は
」
詠
の
享
受―

武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵

『
新
古
今
和
歌
集
』
大
夫
阿
闍
利
本
巻
第

八
末
歌
に
つ
い
て―

」）
を
行
い
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
員
と
、
國
學
院
大
學

の
学
術
資
産
に
関
す
る
知
識
の
共
有
化
を

図
っ
た
。
今
年
度
も
他
機
関
と
共
同
の
研

究
会
を
開
催
し
て
、
國
學
院
大
學
の
学
術

資
産
に
関
す
る
知
識
を
よ
り
深
め
る
と
と

も
に
、
学
術
資
産
全
体
の
把
握
に
努
め
て

い
き
た
い
。

本
事
業
は
、
國
學
院
大
學
に
お
け
る

校
史
資
料
の
収
集
・
保
存
・
管
理
・
閲

覧
体
制
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、

國
學
院
大
學
の
校
史
に
関
す
る
学
術
研

究
を
行
っ
て
、
そ
の
成
果
を
自
校
史
教

育
に
活
用
し
、
広
く
社
会
に
発
信
す
る

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制
の
構
築
」

齊　

藤　

智　

朗 『國學院大學　校史・学術資産研究』
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「
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
」
の
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
本
事
業
の
目
的
に
則
り
、

校
史
資
料
の
収
集
や
保
存
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
文
書

関
係
の
資
料
を
中
心
に
整
理
し
、
当
該

資
料
を
活
用
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
自
校
史
教
育
用
テ
キ
ス
ト
（
コ

ン
パ
ク
ト
な
校
史
あ
る
い
は
テ
ー
マ
を

特
定
し
た
関
係
資
料
等
）
を
作
成
す
る

な
ど
、
将
来
的
な
國
學
院
大
學
に
お
け

る
自
校
史
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
目

指
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
事
業
の
昨
年
度
（
平

成
二
十
年
度
）
に
お
け
る
活
動
に
つ
い

て
、
ま
ず
校
史
資
料
の
収
集
・
保
存
等

に
関
し
て
は
、
國
學
院
大
學
、
及
び
そ

の
母
体
で
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
関
連
の

写
真
帳
や
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
着
手
し
、
当
該
資
料
の
保
存
に
努

め
る
と
と
も
に
、
自
校
史
関
連
の
テ
キ

ス
ト
作
成
等
で
今
後
活
用
し
得
る
写
真

デ
ー
タ
の
収
集
を
行
っ
た
。
具
体
的
に

は
、『
皇
典
講
究
所
刱
立
五
十
年
記
念
写

真
帖
』（
昭
和
七
年
刊
）
と
、
國
學
院
大

學
図
書
館
に
残
存
す
る
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
年
代
の
古
い
順
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
は
大
正
二
年

か
ら
昭
和
八
年
ま
で
の
計
二
〇
冊
を
完

了
し
た
。
今
年
度
も
右
の
よ
う
な
作
業

を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に

文
書
資
料
の
整
理
・
保
存
に
も
努
め
て

い
く
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
本
セ
ン
タ
ー
の

機
関
誌
と
し
て
創
刊
し
た
『
國
學
院
大

學 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
に
は
、
本

事
業
に
お
け
る
教
員
・
研
究
員
に
よ
る

研
究
成
果
と
し
て
、
藤
田
大
誠
「
明
治
後

期
の
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
研
究
教
育

と
出
版
活
動
」
と
、
宮
部
香
織
「
堀
秀
成

著
『
田
令
歌
・
戸
令
歌
・
賦
役
令
歌
』―

國
學
院
大
學
『
河
野
文
庫
』
所
蔵
史
料
の

紹
介―

」
の
二
本
を
掲
載
し
た
。
今
年
度

発
刊
予
定
の
第
二
号
に
も
、
こ
う
し
た
本

事
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
発

表
し
た
い
。

そ
し
て
、
本
事
業
に
お
け
る
諸
活
動
の

う
ち
、
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
自
校
史
教

育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
と
の
協
働
で
、
今
年
度
よ

り
教
養
総
合
「
神
道
」
科
目
に
お
い
て
共

通
で
行
う
「
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
創
立

の
経
緯
と
建
学
の
精
神
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
講
義

の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
建
学
の
精
神

と
國
學
院
大
學
の
歩
み―

渋
谷
移
転
ま
で

―

』
と
題
す
る
小
冊
子
を
作
成
し
た
。
本

サ
ブ
テ
キ
ス
ト
は
、
荷
田
春
満
の
『
創
学

校
啓
』
に
よ
る
国
学
の
学
校
創
立
の
建
言

か
ら
、
明
治
十
五
年
の
皇
典
講
究
所
の
創

立
と
そ
の
開
校
式
典
で
の
初
代
総
裁
・
有

栖
川
幟
仁
親
王
の
告
諭
に
示
さ
れ
た
建
学

の
精
神
に
つ
い
て
、
ま
た
皇
典
講
究
所
を

母
体
と
す
る
明
治
二
十
三
年
の
國
學
院
の

設
立
、
そ
し
て
明
治
後
期
に
お
け
る
皇
典

講
究
所
・
國
學
院
の
展
開
と
、
大
正
十
二

年
の
現
在
地
で
あ
る
渋
谷
へ
の
移
転
、
そ

の
翌
年
の
校
旗
・
校
歌
の
制
定
ま
で
を
簡

略
に
説
明
し
た
も
の
で
、
す
で
に
当
該
授

業
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
新

入
生
に
も
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
サ
ブ

テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
授

業
時
に
実
施
し
て
お
り
、
現
在
、
回
収

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
作
業
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
サ
ブ
テ
キ
ス

ト
を
よ
り
活
用
し
や
す
い
も
の
と
す
る
よ

う
、
そ
の
改
善
・
改
訂
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
國
學
院
大
學
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ

（F
aculty D

evelopm
ent

）
活
動
に
も
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。『建学の精神と國學院大學の歩み

−渋谷移転まで−』

本
研
究
事
業
は
近
代
日
本
に
お
け
る

戦
殁
者
の
慰
霊
・
追
悼
に
つ
い
て
、
霊

魂
観
の
形
成
と
変
容
に
視
座
を
お
き
な

が
ら
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
あ
と
付
け

た
う
え
で
、
日
本
に
お
け
る
人
神
や
英

霊
に
対
す
る
祭
祀
を
「
招
魂
の
系
譜
」

と
し
て
理
解
す
る
枠
組
み
を
提
示
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
「
慰

霊
と
追
悼
研
究
会
」
の
発
足
以
来
、
今

年
で
四
年
目
を
迎
え
る
。
そ
の
間
、
戦

殁
者
慰
霊
研
究
に
関
す
る
先
行
研
究
の

吟
味
や
個
別
事
例
の
発
表
を
中
心
と
し

た
二
十
四
回
に
わ
た
る
研
究
会
と
、
三

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
さ
ら
に
は
学
外

研
究
者
と
の
協
力
に
よ
る
パ
ネ
ル
発
表

二
回
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度

は
山
口
県
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お

い
て
招
魂
社
や
在
外
慰
霊
碑
の
史
料
収

集
、
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

「
招
魂
と
慰
霊
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

中　

山　
　
　

郁
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あ
る
学
内
外
の
近
現
代
宗
教
・
史
学
等

の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図

り
、
本
学
本
機
構
を
日
本
に
お
け
る
慰

霊
・
追
悼
研
究
の
拠
点
と
す
る
た
め
の

基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

以
上
の
研
究
活
動
の
結
果
、
国
民
を

戦
争
に
駆
り
立
て
て
ゆ
く
施
設
と
い
う

國
神
社
論
や
、「
御
霊
信
仰
」
に
基
礎

を
置
く
、「
没
個
性
的
」
的
な
祭
神
観
、

更
に
は
日
本
の
戦
殁
者
慰
霊
「
本
来
」

の
あ
り
か
た
と
さ
れ
て
き
た
「
怨
親
平

等
」
観
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
や

思
想
史
な
ど
の
先
行
研
究
に
お
い
て
自

明
の
も
の
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
概

念
や
研
究
的
枠
組
み
が
、
必
ず
し
も
妥

当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
え
で
、
神
道
的

な
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
た
め
に
は
、
古
代
・
中
世
は
も

と
よ
り
、
と
く
に
近
世
に
お
け
る
神
道

祭
祀
と
祭
神
観
の
展
開
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
改
め
て
通
史
的
に
検
証
し
て
ゆ

く
必
要
性
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
目
標

に
向
か
っ
て
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
本
事
業
を
通
じ
て
、

本
学
本
機
構
に
日
本
に
お
け
る
戦
殁
者

慰
霊
研
究
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
声
が
学
外
よ
り
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
の
ひ
と
つ

と
い
え
よ
う
。

反
面
、
神
道
的
な
戦
殁
者
慰
霊
を
考

え
る
上
で
の
核
と
な
る
、

國
神
社
・

招
魂
社
・
護
國
神
社
そ
れ
自
体
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
史
料
収
集
お
よ
び
研
究

が
出
遅
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
た

め
、
神
道
的
な
戦
殁
者
祭
祀
の
実
態
は

も
と
よ
り
、
本
研
究
事
業
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
「
な
ぜ
戦
殁
者
は
神
と
し
て

祀
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」「
人

が
神
と
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
」
と
い
う
核
心
的
な
問
い
に

つ
い
て
考
察
を
巡
ら
す
ま
で
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
本
事
業
の
目
的
で
あ
る
「
招

魂
と
慰
霊
の
系
譜
」
に
つ
い
て
、
ま
だ

そ
の
方
向
性
を
見
出
し
得
て
い
な
い
と

い
う
欠
点
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
研
究
開
始
か
ら
四
年
目
の

節
目
と
な
る
本
年
度
は
、
本
機
構
の
日

本
文
化
研
究
所
「
近
世
国
学
の
霊
魂
観

を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
と
実
践
の
研
究
」

と
合
同
の
う
え
、
改
め
て

國
神
社
・

招
魂
社
・
護
國
神
社
の
事
例
を
中
心
に

取
り
上
げ
、
幕
末
か
ら
近
代
に
お
け
る
、

戦
死
者
を
神
と
し
て
祭
祀
す
る
信
仰
や
、

そ
れ
を
支
え
る
人
的
基
盤
や
制
度
的
な

展
開
過
程
に
つ
い
て
主
に
研
究
し
て
ゆ

く
。
そ
の
た
め
に
、
左
記
の
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。

①
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施

本
年
度
も
「
招
魂
と
慰
霊
の
系
譜
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
」
事
業
研
究
会
を

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
。
ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
学
内

外
の
研
究
者
と
協
力
と
協
力
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
、
全
国
的
な
学
会

に
お
け
る
パ
ネ
ル
発
表
を
実
施
す
る
。

②
招
魂
社
・
護
國
神
社
の
成
立
と
展
開
に

関
す
る
史
料
調
査
・
収
集

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
山
口
県
文
書

館
に
お
い
て
山
口
県
の
招
魂
社
祭
祀
に

関
す
る
史
料
収
集
を
行
う
ほ
か
、
新
た

に
栃
木
県
護
國
神
社
所
蔵
の
文
書
調
査

を
実
施
し
、
地
方
の
招
魂
社
に
お
け
る

祭
祀
と
戦
殁
者
合
祀
の
実
状
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
ま
た
、

國
神

社
祭
祀
を
研
究
す
る
上
で
必
須
と
な
る

法
令
・
制
度
を
網
羅
的
、
時
系
列
的
に

整
理
し
、
研
究
資
料
と
し
て
本
機
構
に

お
い
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
研
究
成
果
公
開
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整

備
・
充
実

平
成
二
十
年
度
に
実
施
し
た
陸
軍
美

術
協
会
刊
行
の
『

國
之
絵
巻
』
所
載

戦
争
記
録
画
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
引

き
続
き
、
本
年
度
は
『

國
神
社
臨
時

大
祭
写
真
帳
』
内
容
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

公
開
に
着
手
す
る
。
ま
た
、
②
に
お
い

て
整
備
し
た

國
神
社
関
係
法
令
・
制

度
に
つ
い
て
も
、
年
度
末
ま
で
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
を
行
う
。
さ
ら
に
昨
年
度
の

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
戦
殁
者
慰
霊
碑
調

査
の
成
果
に
基
づ

き
、
サ
イ
パ
ン
島
、

パ
ラ
オ
本
島
、
ア

ン
ガ
ウ
ル
島
の
慰

霊
碑
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
し
て
公

開
す
る
。

④
研
究
成
果
の
刊

行
平
成
十
九
年
度
・

二
十
年
度
に
実
施

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
成
果
を
刊
行

す
る
こ
と
で
本
事

業
の
研
究
成
果
を

社
会
に
公
開
す
る
。

以
上
の
事
業
に

よ
っ
て
、
神
社
界

や
社
会
に
対
す
る

学
問
の
立
場
か
ら

の
貢
献
を
は
か
る

と
と
も
に
、
本
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と

し
て
集
ま
り
つ
つ

パラオ共和国コロール島海軍墓地
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本
学
は
平
成
十
二
年
七
月
に
締
結
さ

れ
た
標
記
の
協
定
に
基
づ
き
、
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
日
本
研
究
所
（
以
下
「
Ｒ
Ｉ
」）
を

中
心
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
日
本
研

究
・
宗
教
研
究
諸
機
関
と
の
学
術
的
交

流
を
図
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
よ
り
大
学
院
生
二
名
が
博
士
論

文
作
成
に
向
け
た
調
査
の
た
め
本
学
を

訪
問
、
一
方
本
学
か
ら
も
、
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
所
属
の
研
究
者
二
名
が

Ｒ
Ｉ
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
（
現

在
滞
在
中
の
西
高
辻
信
宏
共
同
研
究
員

を
含
む
）、
研
究
交
流
を
続
け
て
い
る
。

本
学
が
建
学
以
来
蓄
積
し
て
き
た
研
究

実
績
を
、
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
研
究

の
一
大
拠
点
で
あ
る
Ｒ
Ｉ
と
の
交
流
を

通
じ
て
国
際
的
な
研
究
動
向
の
中
に
位

置
づ
け
直
す
こ
と
は
、
世
界
的
に
も
重

要
な
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
本
協
定
を
基
盤
と
し
た
学
術

活
動
の
展
開
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。

一
方
で
昨
秋
以
来
の
全
世
界
的
な
金

融
危
機
の
影
響
を
受
け
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
は
財
政
的
観
点
か
ら
事
業
計
画
見

直
し
を
全
学
的
に
行
う
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
Ｒ
Ｉ
に
あ
っ
て
も
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
新
規
の
研
究
事
業
計
画
を

起
こ
す
事
は
難
し
い
現
状
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
協
定
の
趣
旨
に
顧
み
れ
ば
、

現
在
は
Ｒ
Ｉ
と
当
機
構
と
の
こ
れ
ま
で

の
人
的
交
流
を
基
盤
と
し
、
更
に
相
互

研
究
協
力
・
共
同
研
究
等
へ
の
発
展
可

能
性
を
狙
う
段
階
に
あ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
交
流
規
模
と
し
て

は
従
来
の
水
準
を
基
本
的
に
維
持
し
つ

つ
も
、
今
後
の
内
容
的
発
展
を
模
索
す

る
た
め
、
本
平
成
二
十
一
年
二
月
十
六

日
（
月
）
よ
り
二
十
二
日
（
日
）
ま
で
、

当
機
構
の
専
任
教
員
四
名
（
加
藤
里
美

講
師
、
加
瀬
直
弥
講
師
、
星
野
靖
二
助
教
、

菅
浩
二
助
教
）
と
事
務
課
員
一
名
（
小

林
信
久
書
記
）
の
計
五
名
が
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
を
訪
問
し
た
。
具
体
的
に
は
、

以
下
Ａ
、
Ｂ
二
点
の
目
的
に
即
し
た
交

流
の
枠
組
み
作
り
に
つ
い
て
、
担
当
者

ら
と
直
接
協
議
が
行
わ
れ
た
。

Ａ
．
Ｒ
Ｉ
周
辺
の
日
本
研
究
者
・
院

生
に
、
國
學
院
大
學
と
の
研
究
交
流
に

よ
り
期
待
さ
れ
る
利
点
・
長
所
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
。

Ｂ
．
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ
ェ
ン
チ
ン

図
書
館
（
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
文
献

資
料
を
広
範
に
所
蔵
）
の
神
道
・
日
本

宗
教
・
日
本
史
研
究
関
連
資
料
の
蒐
集

整
理
活
動
に
つ
い
て
、
本
学
の
研
究
者

が
体
験
的
に
関
与
、
或
い
は
助
言
し
得

る
機
会
を
持
つ
こ
と
。

Ａ
は
、
英
語
圏
の
日
本
宗
教
研
究
が

仏
教
に
や
や
偏
重
し
て
い
る
現
状
に
対

し
、
向
後
長
期
的
に
、
神
道
研
究
を
軸

と
す
る
本
学
の
実
績
を
資
産
と
し
て
、

国
際
研
究
交
流
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｂ

は
、
米
国
で
の
日
本
研
究
状
況
を
、
本

学
研
究
者
が
短
期
間
で
あ
れ
体
験
す
る

機
会
を
定
期
的
に
設
け
る
た
め
、
同
図

書
館
の
文
献
収
集
状
況
を
視
察
し
情
報

交
換
を
行
う
交
流
事
業
を
模
索
す
る
も

の
で
あ
る
。
Ｒ
Ｉ
と
同
図
書
館
は
密
接

な
協
力
関
係
に
あ
る
が
別
個
の
機
関
で

あ
り
、
こ
の
交
流
は
、
従
来
の
本
学
と

Ｒ
Ｉ
と
の
協
定
に
基
づ
く
事
業
を
発
展

さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

以
上
二
点
に
つ
い
て
の
協
議
の
ほ
か
、

小
規
模
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

若
手
日
本
研
究
者
と
の
懇
談
・
意
見
交

換
の
機
会
を
持
つ
こ
と
を
計
画
し
た
。

以
下
に
主
要
な
活
動
内
容
を
記
す
（
日

時
は
現
地
時
間
）。

二
月
十
七
日
（
火
）、
午
後
一
時
よ
り
、

ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
カ
教
授
、
阿
部
龍
一

教
授
（
日
本
宗
教
史
研
究
）、
ス
テ
ー

シ
ー
・
マ
ツ
モ
ト
氏
（
Ｒ
Ｉ
研
究
事
務

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
）
と
面
談
（
於
・

Ｒ
Ｉ
事
務
局
会
議
室
）。
神
道
研
究
に
限

ら
な
い
研
究
協
力
を
依
頼
。
同
時
に
神

道
・
日
本
宗
教
研
究
の
国
際
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
協
議
、
両
教
授
よ

り
助
言
。

二
月
十
八
日
（
水
）、
午
前
十
一
時

よ
り
、
イ
ェ
ン
チ
ン
図
書
館
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
チ
ェ
ン
館
長
、
日
本
語
文
献
責
任

司
書
マ
ク
ヴ
ェ
イ
山
田
久
仁
子
氏
と
会

談
。
同
図
書
館
と
の
交
流
に
つ
い
て
協

議
。
終
了
後
、
山
田
氏
の
案
内
で
書
庫

内
の
日
本
研
究
関
連
の
資
料
収
蔵
状
況

を
視
察
。
古
代
（
加
藤
）、
中
世
（
加

瀬
）、
近
代
宗
教
（
星
野
）
の
各
分
野

で
、
文
献
資
料
の
揃
い
具
合
を
確
認
。

「
日
本
国
・
國
學
院
大
學
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

O
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
間
の
協
定
書
」
に
基
づ
く
交
流
訪
問

菅　
　
　

浩　

二

午
後
四
時
よ
り
ハ
ー
デ
カ
教
授
の
講
義 

「S
h
in

to

」
に
参
加
。
こ
の
日
は
「
神
仏

関
係
史
」
が
主
題
。
学
生
と
も
活
発
に

討
議
。
午
後
七
時
よ
り
、
同
大
学
神
学

部
世
界
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
会

に
参
加
（
星
野
・
菅
）。
同
セ
ン
タ
ー
所

長
ド
ナ
ル
ド
・
ス
ウ
ェ
ア
ラ
ー
教
授
（
東

南
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
）
ら
と
短
時
間
な

が
ら
懇
談
。

二
月
十
九
日
（
木
）、
午
前
十
一
時

～
一
時
、
Ｒ
Ｉ
隣
接
の
セ
ミ
ナ
ー
室
に

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
星
野"T

h
e 

C
o
n
ce

p
t o

f R
e
lig

io
n
 in

 M
o
d
e
rn

 

Jap
an

," 

菅　

"A
 H

istorical R
ev

iew
 

of th
e O

v
erseas S

h
in

to S
h
rin

es"

の

発
表
を
各
二
十
分
ほ
ど
行
っ
た
の
ち
、

討
議
を
行
う
。
ハ
ー
デ
カ
教
授
、
マ
ツ

モ
ト
氏
、
Ｒ
Ｉ
及
び
隣
接
の
コ
リ
ア
研

究
所
で
Ｐ
Ｄ
研
究
員
を
務
め
る
若
手
研

究
者
ら
（
米
国
内
の
他
大
学
専
任
講
師
）

ほ
か
、
大
学
院
生
ら
数
名
出
席
。
活
発

な
質
疑
応
答
。
終
了
後
も
参
加
者
の
一

部
が
討
議
を
継
続
。

今
回
の
訪
問
を
通
じ
、
上
記
Ａ
・
Ｂ

に
つ
い
て
の
必
要
性
が
双
方
に
於
い
て

確
認
さ
れ
、
向
後
更
に
実
務
的
次
元
で

具
体
化
す
る
道
筋
が
協
議
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
今
後
は
、

神
道
・
日
本
宗
教
研
究
分
野
の
特
定
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
協
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
具
体
的
な
研
究
交
流
や
共
同
研
究
に

歩
み
出
す
こ
と
が
ひ
と
つ
の
目
標
と
な

る
。
国
際
的
な
研
究
体
制
の
構
築
に
向

け
て
、
更
に
協
議
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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機関 事業名 専任教員 兼担教員 客員研究員 PD研究員 研究補助員 外国人研究員 客員教授 共同研究員

A

日
本
文
化
研
究
所

デジタル・ミュージアムの
構築と展開

平藤喜久子
星野靖二

* 井上順孝
石井研士
ヘイヴンズ,ノルマン
黒﨑浩行

市川　収
フレーレ,チャールズ

大澤広嗣
市田雅崇

ヴァラー,モリー
李　和珍

ナカイ,ケイト
関守ゲイノー

アイフラ,アンネマリー
江島尚俊
シッケタンツ,エリック
高橋典史
武井順介
フィルス,ドロシア
山田美紀子
松本喜以子
小堀馨子
ビュテル,ジャン＝ミシェル
ガイタニディス,ヤニス
ベルスハイム,ミカ
ビナヤク,ロハニ
キロス,イグナシオ

近世国学の霊魂観をめぐるテ
キストと実践の研究－霊祭・
霊社・神葬祭－

* 松本久史
遠藤　潤
中野裕三

三ツ松誠
小林威朗

林　淳

B

学
術
資
料
館

近代学術資産のデジタル化・デー
タベース化による再生活用の研究 
－柴田常恵拓本資料・宮地直一神
社絵葉書資料を中心に－

内川隆志
加瀬直弥
加藤里美

* 小川直之
黒﨑浩行

田中秀典 齋藤しおり
新原佑典

出雲地域における祭祀遺跡に
関する学術調査

内川隆志 * 田恵二 藪下詩乃

加瀬直弥 岡田莊司

加藤里美

考古学資料館収蔵資料の再整
理・修復と公開

内川隆志 * 田恵二 伊藤博司 石井　匠 粕谷　崇

深澤太郎 青木　豊 阿部常樹

谷口康浩 姜　秉學

神道資料の整理公開と学術的
価値の探求

* 加瀬直弥 笹生　衛 山本信吉

森　悟朗

C

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

國學院大學の学術資産の研究
と公開

松本久史 * 阪本是丸 堀越祐一 荒木優也 笹川　勲

齊藤智朗 岡田莊司 倉住　薫

加瀬直弥 千々和到 宮原一郎

新井大祐 根岸茂夫

針本正行

松尾葦江

太田直之

藤田大誠

國學院大學における大学アー
カイヴズ体制の構築

齊藤智朗 * 阪本是丸 宮部香織

森　悟朗 藤田大誠

D

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

松本久史 * 阪本是丸 堀越祐一 中村　聡 佐藤一伯

齊藤智朗 太田直之 星野光樹 津田　勉

加瀬直弥 藤田大誠 宮本誉士 西高辻信宏

中野裕三 岩橋克二

中山　郁 今泉宜子

新井大祐 ハンゼン,アンニカ

菅　浩二

森　悟朗

伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

プロジェクト名 専任教員 兼担教員 客員研究員 ポスドク研究員
リサーチ

アシスタント
外国人研究員 客員教授 共同研究員

祭祀遺跡に見るモノと心

内川隆志 * 杉山林継 阿部昭典 加藤元康 新原佑典 高　慶秀 小林達雄 中村　大

加藤里美 田恵二 石井　匠 浪形早季子 小林青樹 宮尾　亨

深澤太郎 小川直之 西本豊弘 細谷　葵

青木　豊 ケイナー,サイモン 佐々木雅裕

谷口康浩 欒　豊實 栗木　崇

笹生　衛 松本岩雄 錦田剛志

中村耕作 内山純蔵 田中大輔

川口　潤

神社祭礼に見るモノと心

加瀬直弥 * 茂木貞純 島田　潔 筒井　裕 鈴木聡子 沼部春友 藤本頼生

岡田莊司 池谷浩一 新木直安 横山直正 櫻井治男 佐藤一伯

茂木　栄 山田岳晴 伊東裕介 牟禮　仁 岸川雅範

西岡和彦 藤澤　彰 小島優子

太田直之

國學院の学術資産に見るモノ
と心

松本久史 * 武田秀章 渡邉　卓 齋藤しおり 益井邦夫

遠藤　潤 大和博幸 戸浪裕之 宮川博司 秋元信英

齊藤智朗 阪本是丸 大東敬明 三宅守常

藤田大誠

	 	 	 平成21年度	研究開発推進機構	事業計画及び人事一覧	 平成21年4月1日付
（＊は責任担当者）
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平成21年度		研究開発推進機構	人事一覧	 平成21年4月1日付

機構長 阪本是丸

副機構長 井上順孝

教授（兼担）
　

青木 豊　石井研士　岡田莊司　小川直之　千々和到　根岸茂夫　針本正行             　
松尾葦江　 田恵二

准教授（専任） 内川隆志　齊藤智朗　平藤喜久子　松本久史

　�〃��（兼担） 太田直之　黒﨑浩行　笹生 衛　谷口康浩　藤田大誠　ﾍｲｳﾞﾝｽﾞ,ﾉﾙﾏﾝ　　　　

講　師（専任）
　

加瀬直弥　加藤里美
中野裕三　中山 郁

助　教（専任）
遠藤 潤　菅 浩二　深澤太郎　星野靖二
新井大祐　森 悟朗

客員研究員 市川 収　伊藤博司　ﾌﾚｰﾚ,ﾁｬｰﾙｽﾞ　堀越祐一

ポスドク研究員
荒木優也　石井 匠　市田雅崇　大澤広嗣　倉住 薫　田中秀典　中村 聡　　　　　　　　　
星野光樹　宮原一郎　宮部香織　宮本誉士　　

研究補助員 李 和珍　小林威朗　齋藤しおり　笹川 勲　新原佑典　三ツ松誠　ｳﾞｧﾗｰ,ﾓﾘｰ　藪下詩乃　　　

客員教授 関守ｹﾞｲﾉｰ　ﾅｶｲ,ｹｲﾄ　林 淳　山本信吉

共同研究員

ｱｲﾌﾗ,ｱﾝﾈﾏﾘｰ　阿部常樹　江島尚俊  ｶﾞｲﾀﾆﾃﾞｨｽ,ﾔﾆｽ  粕谷 崇  小堀馨子　佐藤一伯                         
ｼｯｹﾀﾝﾂ,ｴﾘｯｸ  高橋典史  武井順介  津田　勉  西高辻信宏  ﾋﾞﾅﾔｸ,ﾛﾊﾆ 
ﾋﾞｭﾃﾙ,ｼﾞｬﾝ=ﾐｼｪﾙ  ﾌｨﾙｽ,ﾄﾞﾛｼｱ  ﾍﾞﾙｽﾊｲﾑ,ﾐｶ　松本喜以子　山田美紀子
岩橋克二　今泉宜子　姜 秉學　ｷﾛｽ,ｲｸﾞﾅｼｵ　ﾊﾝｾﾞﾝ,ｱﾝﾆｶ　

平成21年度		伝統文化リサーチセンター	人事一覧
（文部科学省オープンリサーチセンター選定事業「モノと心に見る伝統の知恵と実践」推進）

センター長 杉山林継

教授（兼担） 青木 豊　大和博幸　岡田莊司　小川直之　阪本是丸　武田秀章　茂木貞純　吉田恵二　　　　　

准教授(専任) 内川隆志　齊藤智朗　松本久史

准教授(兼担) 太田直之　笹生 衛　谷口康浩　西岡和彦　藤田大誠　茂木 栄　　　　

講師（専任） 加瀬直弥  加藤里美

助教（専任） 遠藤 潤  深澤太郎

助手（兼担） 中村耕作

客員研究員 阿部昭典  池谷浩一  島田 潔

ポスドク研究員 新木直安  石井 匠　加藤元康　大東敬明　筒井 裕　戸浪裕之　山田岳晴　渡邉 卓　　　　

外国人研究員 高 慶秀

リサーチアシスタント 伊東裕介　齋藤しおり　新原佑典　鈴木聡子　宮川博司　横山直正　浪形早季子　　

客員教授
秋元信英　内山純蔵　小林青樹　小林達雄　ｹｲﾅｰ,ｻｲﾓﾝ　櫻井治男　西本豊弘           　
沼部春友　藤澤 彰  益井邦夫　松本岩雄  三宅守常　牟禮 仁  欒 豊實 　　

共同研究員
岸川雅範  栗木 崇  小島優子  佐々木雅裕  佐藤一伯  中村 大  
錦田剛志  藤本頼生  細谷 葵  宮尾 亨　田中大輔　川口 潤 

【事務局】
学術メディアセンター事務部長 橋本幸典

研究開発推進機構事務課長 山口輝幸

研究開発推進機構事務課 朝比奈友  門平浩司  古越慶子　小平浩衣　須田佳代　小林信久　熱田匡紀

学術メディアセンター事務部主幹 堀内弘行
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※ 

伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
は
『
伝
統
文
化
の
モ
ノ
と

心
』（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

会
議

○
全
体

・
平
成
二
十
年
度
、
第
六
回
企
画
委
員
会
、

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
（
火
）

十
一
時
～
十
二
時　

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
〇
六

会
議
室

・
平
成
二
十
一
年
度
、
研
究
開
発
推
進
機

構
全
員
連
絡
会
、
平
成
二
十
一
年
四
月

十
一
日
（
土
）
十
六
時
～
十
七
時　

若

木
タ
ワ
ー
〇
二
会
議
室

・
平
成
二
十
一
年
度
、
第
一
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
二
日

（
水
）
十
一
時
～
十
二
時
十
五
分　

Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
〇
六
会
議
室

彙　

報

○
日
本
文
化
研
究
所 

 

・
平
成
二
十
一
年
度
、
第
一
回
日
本
文
化

研
究
所
所
員
会
議
、
平
成
二
十
一
年
四

月
十
五
日
（
水
）
十
一
時
～
十
三
時　

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
〇
六
会
議
室

・
平
成
二
十
一
年
度
、
第
一
回
デ
ジ
タ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
委
員
会
会
議
、

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
七
日
（
水
）

十
四
時
～
十
六
時　

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
〇
六

会
議
室

○
学
術
資
料
館 

 

・
平
成
二
十
一
年
度
、
第
一
回
学
術
資
料

館
会
議
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
二

日
（
水
）
十
六
時
～
十
七
時　

Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
〇
六
会
議
室

公
開
講
座
・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

関
連
学
会

（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
以
降
）

○
学
術
資
料
館

・
公
開
事
業　

画
像
資
料
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
Ⅶ
「
人
文
科
学
と
画
像
資
料
研
究―

音
声
の
資
料
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ
を
め

ぐ
る
諸
問
題―

」

◇｢

研
究
発
表
音
声
の
資
料
化
と
ア
ー
カ

イ
ブ｣

講
師　

宇
野
淳
子
（
本
学
研
究

開
発
推
進
機
構
臨
時
雇
員
）

◇
「
中
華
民
国
（
台
湾
）
に
お
け
る
音
声

資
料
Ｉ
Ｔ
化
の
現
状
」
講
師　

川
路
祥

代
（
南
台
科
技
大
学
副
教
授
（
台
湾
））

◇
「
民
謡
の
音
声
資
料
と
そ
の
ア
ー
カ
イ

ブ
」
講
師　

長
野
隆
之
（
本
学
准
教
授
）

◇
「
口
承
文
芸
の
録
音
と
そ
の
文
字
化
」

講
師　

飯
倉
義
之
（
愛
知
淑
徳
大
学
兼

任
講
師
）

◇
討
論
司
会　

小
川
直
之
（
本
学
教
授
）

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）

十
三
時
～
十
七
時　

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
〇
六

会
議
室

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー 

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
近
代
日
本
に
お
け
る

慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
の<

場>
―

戦

死
者
と
地
域
社
会―

」

発
題
者　

◇
菅
浩
二
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

機
構
助
教
）「
戦
死
者
祭
祀
の
場
と
し

て
の
「
神
社
」―

栃
木
県
と
台
湾
の
事

例
を
中
心
に―

」

◇
本
康
宏
史
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学

芸
専
門
員
）「
軍
都
の
「
慰
霊
空
間
」

と
国
民
統
合―

石
川
県
の
事
例
を
中

心
に―

」

◇
羽
賀
祥
二
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
教
授
）「
戦
争
・
災
害
の
死
者

の
〈
慰
霊
〉〈
供
養
〉―

一
八
九
〇
年

代
の
東
海
地
域
を
中
心
と
し
て―

」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

◇
高
木
博
志
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
准
教
授
）

◇
大
原
康
男
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学

部
教
授
）

司
会

◇
藤
田
大
誠
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
機
構
助
教
）

　

平
成
二
十
一
年
二
月
十
四
日
（
土
）

　

十
三
時
～
十
八
時
三
十
分　

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

常
磐
松
ホ
ー
ル

○
日
本
文
化
研
究
所

・
関
連
学
会　

第
三
回
国
際
比
較
神

話
学
会
議
、
国
際
比
較
神
話
学
会 

（In
tern

ation
al A

ssociation
 for 

平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
一
年
度
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C

om
p
arativ

e M
y
th

olog
y

）
平
成

二
十
一
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）
～

二
十
四
日
（
日
）　

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
常
磐
松

ホ
ー
ル
、
同
〇
六
会
議
室

出　

張

・
菅
浩
二
・
加
瀬
直
弥
・
加
藤
里
美
・
星

野
靖
二
・
小
林
信
久　

研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー

　

今
後
の
研
究
協
力
に
つ
い
て
実
務
的
に

協
議
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日

本
研
究
所
・
イ
ェ
ン
チ
ン
図
書
館
、
平

成
二
十
一
年
二
月
十
六
日
（
月
）
～

二
十
二
日
（
日
）

・
黒
﨑
浩
行
・
齋
藤
し
お
り
・
新
原
祐
典

　

学
術
資
料
館　
「
近
代
学
術
資
産
の

デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ

る
再
生
活
用
の
研
究
」
事
業
に
よ
る
調

査
の
た
め
、
絵
葉
書
資
料
館
（
神
戸

市
）・
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
、
平
成

二
十
一
年
二
月
十
六
日
（
月
）
～
十
七

日
（
火
）

・
中
山
郁　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー　

「
招
魂
と
慰
霊
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」
事
業
に
よ
る
調
査
の
た
め
、

パ
ラ
オ
共
和
国
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
・
コ

ロ
ー
ル
島
、
平
成
二
十
一
年
二
月
十
九

日
（
木
）
～
二
十
四
日
（
火
）

・
齊
藤
智
朗
・
藤
田
大
誠　

校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー　
「
國
學
院
大
學

に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
体
制

の
構
築
」
事
業
に
よ
る
本
学
校
史
関
連

資
料
の
調
査
の
た
め
、
岩
瀬
文
庫
（
愛

知
県
西
尾
市
）、
平
成
二
十
一
年
三
月

十
二
日
（
木
）
～
十
三
日
（
金
）

・
内
川
隆
志
・
藪
下
詩
乃　

学
術
資
料
館

　
「
出
雲
地
域
に
お
け
る
祭
祀
遺
跡
に

関
す
る
学
術
調
査
」
事
業
の
た
め
、
島

根
県
飯
南
町
教
育
委
員
会
ほ
か
、
平
成

二
十
一
年
六
月
十
二
日
（
金
）
～
十
三

日
（
土
）

刊
行
物

・『
万
葉
集
神
事
語
辞
典
』
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究

所
編
（
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日　

発

行
）
Ｂ
５
判　

二
七
二
頁

・『
慰
霊
と
顕
彰
の
間―

近
現
代
日
本
の

戦
死
者
観
を
め
ぐ
っ
て―

』
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
企
画
・
編

集
（
錦
正
社
、
平
成
二
十
年
七
月
十
五

日　

発
行
）
Ａ
５
判　

三
二
八
頁
、
定

価
三
二
〇
〇
円
（
税
別
）

・『
服
部
和
彦
氏
寄
贈
資
料
図
録　

Ⅲ　

仏
像
・
仏
具
・
考
古
資
料
』
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館

（
考
古
学
資
料
館
）
編　
（
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日　

発
行
）
Ｂ
５
判　

一
六
八
頁

・『
史
料
か
ら
見
た
神
道―

國
學
院
大
學

の
学
術
資
産
を
中
心
に―

』
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
（
弘
文

堂
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

発
行
）
Ａ
５
判　

三
七
六
頁
、
定
価

五
六
〇
〇
円
（
税
別
）

平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
一
年
度
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真
言
宗
の
根
本
霊
場
・
高
野
山
（
和

歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
）
の
中
枢
に
あ

た
る
壇
上
伽
藍
に
は
、「
御
社
」
と
呼
ば

れ
る
社
が
あ
る
。
そ
の
御
社
に
ま
つ
ら

れ
る
丹
生
明
神
、
す
な
わ
ち
丹
生
都
比

売
神
に
は
、
山
を
開
い
た
空
海
に
広
大

な
土
地
を
譲
渡
し
た
、
と
い
う
伝
承
が

あ
る
。
そ
の
伝
承
は
、
伊
都
郡
域
・
紀

伊
山
系
の
奥
ま
で
至
る
広
い
地
域
の
地

主
神
と
し
て
、
丹
生
明
神
は
丹
生
都
比

売
神
社
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ

町
）
を
拠
点
に
人
々
の
崇
敬
を
集
め
て

い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ

う
。
や
が
て
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
少

な
か
ら
ざ
る
他
の
神
々
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
丹
生
明
神
も
、
そ
の
崇
敬
を

具
象
化
す
る
図
が
、
関
わ
り
の
深
い
神

な
ど
と
と
も
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

丹
生
明
神
の
図
に
は
、
初
期
の
作
例

に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
空
海
と
、

神
社
及
び
御
社
に
共
に
鎮
ま
る
高
野
明

神
と
と
も
に
描
か
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

今
回
紹
介
す
る
神
道
資
料
館
所
蔵
の
「
丹

生
四
社
明
神
図
」（
掛
軸
一
幅
）
の
よ
う

な
構
図―

右
上
に
丹
生
明
神
・
左
上
に

高
野
明
神
、
下
の
右
に
気
比
明
神
・
左

に
厳
島
明
神
を
配
し
た
構
図―

は
、
四

社
相
並
ぶ
丹
生
都
比
売
神
社
の
神
々
を

明
ら
か
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
原

型
は
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
存
在
す
る
が
、

江
戸
時
代
に
は
定
型
化
し
、
数
多
く
流

布
す
る
よ
う
に
な
る
。
資
料
館
の
も
の

は
そ
の
定
型
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
こ

と
は
、
社
壇
と
狛
犬
の
存
在
、
黒
白
二

匹
の
犬
の
場
所
か
ら
理
解
で
き
る
。

　

実
際
、
こ
の
丹
生
四
社
明
神
図
に
は
、

原
装
の
上
巻
に
「
寛
保
元
年
五
月
吉
日
承

之　

名
迫
次
郎
右
衛
門
伊
光
生　

年

六
十
六

」
と
書

か
れ
て
お
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

に
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
図

の
様
式
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
描
か

れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ

う
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
こ
の
図
は

ご
く
一
般
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
し
か
し
な
が
ら
、
原
装
上
巻
の
年
紀

に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
「
名
迫
次
郎
右

衛
門
伊
光
」
と
い
う
名
は
注
目
さ
れ
よ

う
。
こ
の
名
迫
伊
光
は
、
実
は
生
き
な
が

ら
神
と
し
て
奉
ら
れ
た
人
物
と
し
て
、
中

田
法
寿
『
高
野
の
生
神
』（
小
堀
南
学
堂
、

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
）
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
義
民
と
考
え
ら
れ

る
。
伊
光
は
、
高
野
山
東
麓
・
丹
生
明
神

鎮
座
伝
承
に
ゆ
か
り
の
あ
る
富
貴
村
（
今

の
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
）

の
庄
屋
で
あ
っ
た
。
在
任
中

の
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～

一
七
三
五
）
に
飢
饉
が
起
き

た
の
で
あ
る
が
、
伊
光
は
私

財
を
も
っ
て
村
民
を
救
い
、

か
つ
、
年
貢
の
減
免
を
領
主

で
あ
っ
た
高
野
山
に
願
い
出

る
な
ど
し
て
、
村
民
の
た
め

に
尽
力
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、

村
内
で
生
神
「
名
迫
明
神
」

と
し
て
祀
ら
れ
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
神
道
資
料
館

蔵
品
に
記
さ
れ
た
伊
光
の
年

齢
は
伝
わ
る
と
こ
ろ
と
一
致

し
て
お
り
、
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る

が
、
具
体
的
な
関
係
解
明
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
加
瀬
直
弥
）

資
料
紹
介　

丹
生
四
社
明
神
図


